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養護担当
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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B156
児童養護施設等高機能化促進事業 民生費 児童措置費 児童自立支援総合対策事業費

宣言項目   

分野施策 010103 児童虐待防止・児童養護対策の充実

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金

決定額 47,743 3,127 44,616 47,743

前年額 0 0

平成31年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

児童福
祉費

事 業
期 間

平成31年度～ 根 拠
法 令

児童福祉法第50条

平成35年度

児童養護施設、乳児院の人員体制を強化し、ケアニーズ
が高い児童、緊急の入所措置を要する児童の受入を促進
するため、施設職員人件費等に対して県が補助する。
(1)児童養護施設の高機能化、児童受入の促進
　　　 6,840千円（県10/10）
(2)乳児院の高機能化、重症心身障害児・病虚弱児の
　受入及び緊急受入の促進　
　　　40,520千円（国1/2・一部県10/10）　
(3)重症心身障害児受入に係る医療器具　
　　　　 383千円（県10/10）

（１）事業目的
　　・　児童養護施設では心理的ケアを必要とする児童が増加傾向にある。　　　　
　　・　また、乳児院では心身障害児、病虚弱児等が増加傾向にある中、県内唯一かつ県の看護師加配補助により重症
　　　心身障害児を受け入れている済生会川口乳児院を核として、医療的ケアの充実を図る。
　　・　さらに乳児院の、一時保護等の緊急受入体制を整備する。

（２）事業内容
　　①児童養護施設高機能化促進事業　 6,840千円
　　　　・医師等派遣補助
　　　　　　医師の上記受入施設等への訪問費用（月1回以上）と、同行する補助職員（精神保健福祉士等）の
　　　　　人件費を補助し、心理的ケア、助言を行う。

　　②乳児院高機能化促進事業　　　  40,903千円
　　　　・川口乳児院機能強化補助
　　　　　　重症児の受入、他の乳児院への指導に当たる看護師5名の人件費補助。
　　　　　　　　うち1名については国の医療連携担当看護師補助（国庫1/2)を活用し、人件費を補助。
　　　　　　　　また1名については、新たに他の乳児院の指導担当看護師として配置。
　　　　　　　　人件費補助とあわせて医療器具整備費を補助。
　　　　・定員外緊急受入補助
　　　　　　乳幼児の定員外受入（年間延べ1600人日）のため、保育士人件費を補助。(1)社会福祉法人（県10/10）

(2)社会福祉法人（国1/2・一部県10/10）
(3)社会福祉法人（県10/10）

(1)(3)なし
(2)国補助分のみ普通交付税（区分）社会福祉費
　（細目）児童福祉費（細節）児童相談所
　（積算内容）児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業

9,500千円×1人＝9,500千円

前年との
対比

― 福祉部 B156 ―
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